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１ プログラムとの適合性 （ 評定    ）                        
 

４：この取組は、プログラムの目的及びテーマの趣旨に適合する取組と十分認められる。 

３：この取組は、プログラムの目的及びテーマの趣旨に適合する取組と認められる。 

２：この取組は、プログラムの目的及びテーマの趣旨に適合する取組と必ずしも認められない。 

１：この取組は、プログラムの目的及びテーマの趣旨に適合する取組と認められない。 

               

（コメント） 

 

 

 

＜参考：審査方針＞ 

①－１ 

①－２ 

①－３ 

 

 

２ 実現可能性 （ 評定    ） 
 

４：この取組には、実現可能性が認められる。 

３：この取組には、一定の実現可能性が認められる。 

２：この取組には、実現可能性が必ずしも認められない。 

１：この取組には、実現可能性が認められない。 

               

（コメント） 

 

 

 

＜参考：審査方針＞ 

②－１ 

②－２ 

②－３ 

②－４ 

②－５ 

 



 
 

 

３ 教育の社会的効果等 （ 評定    ） 
 

４：この取組には、教育の社会的効果等があることが十分認められる。 

３：この取組には、教育の社会的効果等があることがある程度認められる。 

２：この取組には、教育の社会的効果等があることが必ずしも認められない。 

１：この取組には、教育の社会的効果等があるとは認められない。 

               

（コメント） 

 

 

 

 

 

 

＜参考：審査方針＞ 

③－１ 

③－２ 

③－３ 

③－４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 評価体制等 （ 評定    ） 
 

４：この取組には、評価体制等の整備又は計画が十分認められる。 

３：この取組には、一定の評価体制等の整備又は計画が認められる。 

２：この取組には、評価体制等の整備又は計画が必ずしも認められない。 

１：この取組には、評価体制等の整備又は計画が認められない。 

               

（コメント） 

 

 

 

 

 

 

＜参考：審査方針＞ 

④－１ 

④－２ 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

総合評価 

 

 

（ 評定       ） 

 

４ この取組は、非常に優れたものである。 

３ この取組は、プログラムとの適合性、実現可能性、教育の社会的効果等、評

価体制等などのいくつかの点で、優れたものが見受けられる。 

２ この取組は、プログラムとの適合性、実現可能性、教育の社会的効果等、評

価体制等などのいくつかの点で不十分な点が見受けられ、努力が求められ

る。 

１ この取組は、様々な点で不十分であり、一層の努力が求められる。 

＜総合評価所見＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


